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商店街×学生＝活性化プロジェクト 
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１．研究概要（目的・狙いなど） 

 近年商店街の衰退が社会問題となっており、私たちの大学のある八王子の八幡町商店街においても空き店舗の増加や衰退

が見られる。そこで、商店街をあまり利用していない人の商店街利用回数が増えることを活性化の定義とし、八幡町商店街の空

き店舗を埋めることにより新たな顧客を増やすことで活性化させようというプロジェクトを考えた。また、八幡町商店街の方々へのヒ

アリング調査から、商店街の方は学生の力を欲していることが分かった。そのため、商店街と学生をつなぐことで商店街を活性化さ

せたいと思い、学生が授業の中で考えたマーケティングの手法を利用し、商店街にある商品を空き店舗で販売することにより、学

生と商店街をつなごうと考えた。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

商店街は、戦後復興期から高度成長期にかけて数を増やし、祭りやイベントを開催するなど地域活性化の担い手、地域コミュ

ニティを形成する「場」として地域社会に貢献してきた。その後、百貨店や大型ショッピングセンターの誕生により、商店街は商品の

品揃えの豊富さで勝てなくなっただけではなく、同じ商品で比較した場合、価格設定が高かったため、商店街からは顧客が流出し

ていった。またそれだけではなく、消費者ニーズの変化などにより、商店街は一気に衰退するようになった。近年では、インターネット

販売の増加により、さらに商店街の景況が悪くなってしまっている。私たちが足を運んで調査をした八幡町商店街でも同じような

現象が起こっている。甲州街道随一の宿場町であり、江戸時代から明治時代以降八王子の中心市街地として栄え、八王子の

産業の象徴ともいえる織物工業会館が立地し、昭和３０年代には生鮮食料品や日用雑貨などの物販店が林立し、映画館な

どもある一大繁華街を形成していた。しかし昭和５０年以降には甲州街道沿いの百貨店が相次いで撤退し、昭和５８年には

八王子駅ビルが竣工する。平成９年には駅北口の再開発も完成し、現在の商業の中心は八王子駅前へと移ってしまった。これ

ら都市化の影響もあり、空き店舗が増えていっている現状がある。 

３．研究テーマの課題 

現在の全国の商店街、及び今回の研究対象となった八王子の八幡町商店街の抱える課題は共通したものである。大きく分

けて商店街利用者数の減少と空き店舗の増加という 2 つの問題を抱えている。私達は、この２つの問題から商店街のフィールド



リサーチとデータから整理した結果、商店街の利用者数を増やし「商い」としての機能を促進することが課題であると考えた。 

① 商店街の利用者数を増やすために 

商店街の利用者数減少に伴い、多くの個人商店が店をたたみ空き店舗が目立つようになった。新規事業支援やチャレンジシ

ョップにより空き店舗を埋めるなどして活性化を目指しているが、これらは利益がなければ継続して経営を行うことはできず、失敗す

ると空き店舗に戻ってしまう。いかにして、空き店舗が継続的に埋まる仕組みを作れるかが大きな課題となっている。 

② 「商い」としての機能を促進させるために 

今回、研究の対象とした八王子の八幡町商店街も数十年前と比較すると商店街利用者数は大幅に減少しており、まちゼミ

やイベントを定期的に行い商店街活性化に努めている。しかしながら、このようなコミュニティ重視の取り組みは、金銭的利益は生

まれず、一時的な集客となってしまうため活性化に対し課題を残している。商店街本来の「商い」としての役割を強め、利用者数

を増やすことが、永続的な商店街活性化にとって重要である。 

大型スーパーの誕生、自動車の普及に伴い広範囲の買い物が容易となったため、現在商店街の重要性は低く捉えられがちで

ある。しかし、自動車を持たない人や高齢者、障害者といった買い物難民にとって商店街は近場にある重要な場となっている。ま

た、商店街が東日本大震災、熊本大震災といった災害時にいち早く人々の生活を支えたという報告も数多くあがっている。人々

の生活にとって商店街は今も重要であると私達は再認識した。 

チームハピ☆ネスでは、商店街の利用者数増加と「商い」としての機能を促進することを課題と捉え、この２つを解決できるプロ

ジェクトを提案する。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

この課題解決策は、商店街と学生が連携し商店街を活性化させるという「商店街×学生＝活性化」プロジェクトである。これ

は、大学で「商店街活性化演習」という授業を導入し、商店街と学生を連携させる。チャレンジショップや新規事業支援といった

活性化方法では、利益を生む必要があり、失敗すれば再び空き店舗になるという問題点がある。これらの問題点を考慮して、私

達は継続性のある”授業“を大学に導入することにより、商店街の活性化を図る。 

「商店街活性化演習」とは、商店街の魅力ある商品を学生が実際に売り出していく実践型の授業である。商店街は、商品と

空き店舗を学生に提供し、学生は大学の授業で学んだマーケティングを活かしセールスプロモーションを行いながら、空き店舗でそ

の商品を販売する。学生が販売して生まれた売り上げは、全て商品を提供して頂いたお店に返還する。この授業の目的は、商

店街の商品をあまり知らなかった人に知ってもらうための機会となるようにし、新たな顧客獲得を狙っている。このプロジェクトにより、

商店街は学生と繋がりを持ちながら商品の認知拡大の可能性を広げることができ、学生は地域交流をしながら実践的授業で学

べ、単位がもらえるという双方にメリットが生まれる。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

課題解決策を成立させるために、私たちは 3 つの場所へアプローチが必要であると考え調査活動を行った。その３つとは、商店

街・大学・学生である。より具体的に進めるために、私たちの通う創価大学付近の商店街を調査対象とし、創価大学での授業

導入が可能かどうかという点で研究を行った。まず、八王子駅近くの６つの商店街を訪問し、現状・活性化への取組などの聞き

取り調査を行った。また、通行人への街頭インタビューも行った。その結果、6 つの中から 1 つの商店街「八幡町商店街」が、大

学・学生と連携することに協力的な姿勢であった。大学へは、まず実際に学生が事業を考え実施までを行っている授業がある杏

林大学と千葉商科大学の教授の方と連絡をとり訪問し、その授業の現状をお聞きした。また、創価大学経営学部の教授6人と

授業導入にむけて掛け合った。その結果、授業導入実現に向けての第一歩を踏み出すことが出来た。学生へは、実践的な授業

を受講したいかどうかの質問を東京都の学生 568 人に行ったところ 7 割の学生が「したい・どちらかといえばしたい」と回答し、ニー

ズもあることが分かった。 

６．結果や今後の取り組み 

以上のように、このプロジェクトを成立させるために必要な、商店街・大学・学生へのアプローチをした結果、商店街の協力・授

業導入の実現・学生のニーズをクリアすることが可能となったため、「商店街×学生＝活性化」のプロジェクトは実現可能であると

言える。今後の取組みとしては、来年度に行われる教職会にこのプロジェクトの授業を申請し、この申請が通ったと仮定した場合、

2020 年度を目処に授業開始という流れを考えている。そして、創価大学での授業導入実現・八幡町商店街の活性化を成功



させ、次に範囲を東京都そして全国へと広げていく。 
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